
令和６年度 北山小学校コミュニティ・スクール運営計画 

                                

                             

１ ねらい 

・地域の声を積極的に生かし、地域と一体になって特色ある学校づくりを進める。 

・多くの大人の専門性や地域の力を活かし、子ども達の学びや体験を充実させる。 

・学校が地域のよりどころとなり、社会的なつながりを得られる場としていく。 

 

２ 活動内容 
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〈地 域〉 

 ① 学習支援部 

・全校習字 

・５年生米づくり 

・各種栽培活動  

・北山祭への協力 

・スケートの靴紐縛りボランティア 

・読み聞かせボランティア 

・調理、裁縫ボランティア 

 

 ② 安全見守り支援部 

・「あいさつ運動」 

・登下校の見守り「ふらっと ながら 見守り」 

・安全見守りボランティア 

・引率ボランティア  

 

 ③  家庭教育支援部 

・子育て研修会(学校保健委員会共催) 

 

 ④  環境整備支援部 

・校庭・校舎内整備 

・学有林整備     
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〈学 校〉 

・学有林での活動 

・活動の発信  学校だより、学年だより、ＨＰ、コミュニティ

・スクールだより 

・ビーナスライン環境整備活動への参加  花植、手入れ 

・学習成果の紹介  縄文・市民科学習の取り組み 

・各種行事への招待（音楽会、運動会、参観日等） 
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３ 活動の重点 

（１）学校支援ボランティアの設立 

〇学校と地域をつなぐかけはしとしていく。 

・登録して頂いた方にはメールにて、その時学校が必要としている手助けをお伝えする。ご自

身のご都合や内容によって判断してもらい、無理のない範囲で支援して頂く。 

・運用の仕方はまだまだ手探りであり、今後もよりよい方法を模索していく。 

※保護者の皆様には多数ご登録頂いたが（２３名）、まだまだ地域の方の登録者数が少ない状

況にあり（４名）、民生児童委員会や地区のコミュニティ運営協議会において趣旨を説明し、

参加を呼びかけている。 

 

（２）コミュニティー・スクール便りの発行 

〇学校運営協議会の開催に合わせて、年４回発行する予定。 

・学校運営協議会で話し合われたことを紹介すると共に、地域の中で活動する子ども達の姿を

紹介する。同様に、ホームページでも情報発信していく。 

 

（３）学有林の活用 

〇昨年度、学校運営協議会の中で、学有林の活用に積極的に取り組みたいという意見が複数出

され、本年度活動を充実させていく。 

・４月１６日 ３・４年生が湯川の学有林に行き、自然散策。４年生は、理科学習の一環とし

て、木漏れ日の中で日向と日陰の違いについて学んだり、植物の成長を調べるために木に目

印をつけたりした。７月に再度訪れた際に、成長の様子を確かめる予定。 

・５月２日 ５・６年生が柏原の学有林に行き、自然の中に溶け込み山菜採りなどを行う。 

※学有林散策のネックはトイレであり、担任が簡易トイレを持参して対応しているが、学校運

営協議会の皆さんにもご相談しながら、よりよい方策を探る。 

 

４ 学校運営協議会推進計画 

 ① ４月２５日（木） 第１回 

        ・学校運営協議会の趣旨説明 

・委員長・副委員長の互選 

・学校運営基本方針についての意見交換と承認 

・運営日程（年間計画）の確認 

  

② ６月２６日（水） 第２回 

      ・学校運営についての意見交換 

      ・地域の力を生かす取り組みの検討 

      ・学校行事等今後の取り組みについて 

  

③ １１月２８日（木）第３回 

      ・学校運営についての意見交換 

      ・地域の力を生かす取り組みの検討 

      ・学校行事等今後の取り組みについて 

 

④ ２月６日（木）  第４回 

・学校運営についての意見交換   

・学校自己評価について 

・今年度の反省と来年度の活動について 

 

 

※その他必要に応じ、随時開

催する。 

※会という形だけでなく、個

々の協議委員の方とその

都度相談していく。 

 


